
（1）第24キ1963年2月20日（水曜日）
fl

ネ区別肯椎者数詞

聖霊準人名簿　紬充彪挙人名挿

RJ　’　　女　　　列　　　火

】■l tI

17　　　2▲】

川　　　・111

′i二三　■　‘19

－10　　　　35

：1二二　　　・l：：

：済　　　▲13

日l　　　：：li

r　　　　50

67　　11二三

∩り　　　　2R

OC0　　．17：；

1　　　　2m　　　コ仁．l

‘1　　　：汀】　　315

コ〔昭　　　二11

1　　　　禦層　　　状：：

Jp1　　232

（；　　　　○；7　　　313

1　　　　21f．　　321

ヽ’　　　　■1日つ　　　コI）「

（）　　　　■11、　　3：（）

11）　　　　HrI　　　は六

日　　　　lnt　　．】し、3

日l　　：！，771　3．111

．日．Jl・㍍美ノー1人γ細工19tj　咋8月3111抑●一′王

・巳　了l」光電、リ＼名柿は1963年○ノ5711現れで

種王日付エコJJ：HI

報広村納手嘉

一重HRRn仙川持…覇

盲
利
子
二
m
【
五
弗
計
四
七
六
三
言
す
ま
す
狭
駐
と
な
り
ま
す
又
野
国
総
骨
宮
敷
地
前
に
幼
児
園
一

翼
朝
露
…
捌
…
緋
腿
緋
鵜
沼
緋
瑚
完
八
回
定
例
議
会
に
お
い
て

■
摘
…
銅
踊
加
㌍
い
ハ
蒜
聴
竪
べ
く
計
画
を
進
め
至
は
繁
グ
ラ
ウ
ン
ド
嵐
　
　
主
席
公
選
市
町
村
交
付
税
の
大
巾
増
額

㍑
い
蒜
齢
露
最
町
絹
紹
摘
…
鏑
詔
諾
鮎
川
紺
銅
県
紺
醐
Ⅷ
　
　
　
　
　
等
に
つ
い
て
要
請
決
議

い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

た
が
っ
て
従
来
ど
お
り
使
用

第
六
回
　
臨

時
議
会
に
お
い
て

新
町
通
り
道
路
鋪
装
工
事

費
等
可
決
／

木
村
の
墾
ハ
回
聴
叫
芯
人
は
ム
依
っ
て
1
日
の
紀
r
打
椚
は
前
二
名
力
霊
ハ
し
ぎ
つ
に
は
西
日
…

■
幼
児
閲
敷
地
と
し
て
村
有
地
の

雇
用
許
可
に
つ
い
て
陳
情
」
こ

川
の
件
は
現
在
宮
前
幼
児
園
は
官

ふ
肌
小
学
校
敷
地
内
に
あ
り
ま
す

が
宮
前
小
学
校
で
す
ら
荻
隆
で

去
る
の
に
幼
児
堅
込
と
な
る
と

名
位
）
園
舎
及
び
施
設
々
備
州

地
に
先
高
ハ
「
ノ
平
方
米
運
動
場
に

ぴ
…
会
中
の
継
続
稟
議
さ
せ
露
絹
諭
銅
紺
瑚
…
摘
…
摘
精
銅
描
塑
踊
紺
雛
最
縞
開
銅

価
に
な
り
ま
し
た
。

五
四
〔
車
力
米
で
計
一
一
「
一
旦
以
ヒ
饗
ハ
阿
嘉
手
納
村
臨
時
遜
室
川
を
十
二
〃
二
十
し
ハ
H
ま
で

平
方
米
の
叔
地
が
必
要
で
あ
り
云
ん
の
も
よ
う
を
か
ん
た
ん
に
お

ま
す
文
教
骨
環
麓
そ
れ
に
迎
顔
∵
知
ら
せ
し
ま
す
。

宜
狸
等
か
ら
し
て
村
有
で
あ
る

教
育
委
員
の
任
期
及
び
職
務
権
限
に
つ
い
て
／

の
三
日
間
と
決
定
し
、
村
長
淀

川
議
案
二
作
と
一
昭
上
l
紀
州
実
作

円
什
及
び
陳
的
‥
什
を
棋
れ
審

議
の
結
黒
そ
れ
ぞ
れ
沃
の
と
お

り
㌫
決
し
て
川
人
－
山
に
な
り
ま
し

∴
十
∵
∴
三
十
三

す
る
た
め
に
は
新
円
稀
公
認
グ
▲

ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
中
部
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
幼
児
園
の
園
舎
を
村

民
会
朗
前
へ
グ
ラ
ウ
ソ
ド
南
側
）

に
建
て
た
場
＜
日
は
周
関
の
環
境

上
も
総
菅
宮
前
よ
り
き
け
ん
性

が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
．
次
に
現
在
の
村
民
会
館

前
に
園
舎
を
紺
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

ろ
十
一
月
一
．
十
L
H
に
〃
会
し

会
用
を
十
」
．
J
l
T
．
－
日
蓮
の
十
四

日
と
決
定
し
‥
里
．
賞
持
出
ぷ
雫
八

作
と
神
情
一
．
作
か
㌧
り
〓
琴
肌
の

結
黒
そ
れ
ぞ
れ
決
の
と
お
り
議

決
L
閃
ヘ
ム
に
た
り
ま
し
た
の
で

そ
の
㍍
．
1
・
黒
を
お
し
い
り
せ
し
ま
す

ん
▲
某
弟
．
■
㌧
⊥
＝
り
か
ら
第
」
－
・

ン
＝
ノ
ノ
込
の
・
作
は
い
ず
れ
－
。
レ
l
一

段
㌔
一
J
H
．
．
い
聞
T
T
I
J
両
耳
で
こ

れ
に
と
り
り
い
り
ぺ
∴
ト
と
も
た

い
現
／
巨
の
と
結
べ
を
改
圭
－
た

「
．
7
亡
∴
・
し
㌧
㌧
く
、
J
′
h
そ
わ
ー
ト

と
も
汁
ご
．
ノ
土
用
り
り
一
J
r
禁
l
ト
付
す

ろ
ム
笑
で
あ
り
て
し
・
ノ
．

′

一

．

、

h

t

′

一

．

　

　

・

ノ

．

－

†

ト

　

へ

■

地
）
　
の
損
得
に
つ
い
て
」
　
こ
れ

こ
と
オ
／
．
‖
け
ん
恒
の
上
．
氾
情

人
の
・
勅
果
て
こ
れ
を
宥
ぷ
空
だ

於
い
て
り
畝
妾
〓
十
に
付
託
研

究
せ
し
埼
付
に
ー
隼
常
．
頻
り
利
と

洲
㌘
ハ
〃
小
日
出
に
‖
ド
〓
叶
の
と
里

敷
地
を
m
人
す
る
十
を
全
人
ノ
一

致
で
可
決
に
な
り
ま
し
た
け

次
号
華
準
鱒
∵
∴
＝
り
「
∵
几

h
O
　
年
嵩
と
殺
い
旬
u
L
H
川
H
揖
情

川
迄
の
一
一
了
、
六
七
一
弗
に

対
し
て
今
回
の
追
加
離
」
　
∴

．
〓
∴
宜
翔
で
J
二
　
∵
　
－

八
弗
に
な
っ
た
ぶ
て
　
あ
ま
h

す
。
今
回
追
加
さ
か
た
も
の
は

し
‥
訣
仰
㍑
符
牛
津
に
∵
九
、
．

二
L
弗
こ
れ
付
目
皐
照
明
用
詫
言

f
l
川
上
地
肌
人
ハ
札
“
J
H
＝
．
叱
〃
J

理
非
の
他
と
▼
法
っ
て
お
り
ま
十

父
に
歳
王
や
函
こ
　
し
，
」
小
こ

れ
は
公
明
・
霊
へ
一
肝
基
門
日
で
仝

十
肌
政
肘
鵠
批
空
で
あ
り
ま
す
。

㍑
公
情
県
に
∴
〓
∵
弗
こ
れ

は
と
明
り
日
伝
情
の
利
予
て
で
お

り
ま
す
．
・
「
“
八
誹
と
川
令

ノ
＝
畑
と
た
っ
て
〓
り
ま
一
。

読
冥
加
一
卜
∴
‥
ィ
．
と
農
場
持
上

′
．
両
∫
卓
＝
r
望
約
に
つ
い
て
．

こ
れ
は
目
薬
何
に
高
へ
′
あ
．
ぺ
ほ

ま
た
に
＝
こ
．
声
人
の
投
票
に
付
す

べ
き
契
約
に
関
す
る
争
用
い
机
四

条
の
帰
一
」
に
依
り
村
の
す
べ
て

の
【
…
f
l
「
√
力
入
り
甜
∴
‥

以
上
に
つ
い
∵
は
村
㌶
人
ム
の
両

次
を
得
ろ
什
邦
に
な
っ
て
な
り
こ

れ
に
〃
い
て
村
右
捏
東
■
迅
り
「
両

こ
つ
．
、
七
　
こ
れ
∫
”
ユ
設
経
済
f
l
合
組
…
力
H
r
L
日
用
丁
宜

一
挙
〓
余
に
什
★
藁
∴
宣
れ
ホ
読

会
に
拾
い
ー
し
付
点
堤
宏
通
け
目

せ
枯
木
芯
肌
　
力
ィ
■
T
弗
H
H
、

拘
起
情
目
的
上
．
旬
建
築
雄
に
充

当
す
る
た
め
、
　
用
m
人
利
や

∵
邦
に
日
日
・
少
　
　
．
一
山
ユ

両
‥
周
代
人
尤
琉
球
黒
む
＝
尤

情
人
峠
勅
．
圧
∵
一
年
い
、
粥

杭
捜
〃
漬
起
情
′
十
草
㌢
合
的
∵

日
に
元
利
桁
高
言
ろ
H
t
附

貴
の
借
入
日
に
依
．
〟
‖
り
－
椚
遠

ヾ
　
′
ノ
‖
／
り
地
・
一
、
り
い
　
人
－
ヘ
ノ

′

i

L

り

人

∴

バ

∵

て

ト

∵

こ

．ぺ

r
H
H
 
j
八
・
r

一
i
．
笑
　
こ
か
も

1

　

【

　

　

－

一

一

契
約
ル
日
中
叫
け
＝
ノ
り
机
の
守

現
に
つ
い
て
仝
′
、
パ
　
煮
て
恒
。
巧

に
な
り
ま
し
た
〕

逓
登
別
．
1
．
1
．
ソ
∴
り
昨
　
（
と

殺
＝
り
）
　
の
取
目
に
つ
い
て
．
こ

れ
は
新
と
投
場
け
・
㌧
付
の
明
確

取
門
で
こ
れ
も
帰
塞
．
辺
り
り
＝
訳

に
な
り
た
J
し
た
】
■
パ
宰
相
二
・

へ
＝
リ
・
↑
〟
h
‥
弟
∵
・
■
∴
リ
ノ
乙
一
の
一
作

■

．

り

い

∵

〓

∵

ト

■

．

＝

　

∵

．

T

 

J

．

．

門
流
W
∵
い
帖
ナ
ろ
律
＝
H
．
1
一
い
．

′
卜
′
∵
再
り
二
八
に
▲
日
日
二
＝
■
）
、
、

・
・
・
守
■
㍍
里
量
ぺ

ト
L
 
I
／
．
．
－
＼
ェ
J
∴
∵
．

丹

1

㌧

い

パ

ニ

エ

　

）

弓

，

ニ

■

L

水
で
樟
∴
．
「
て
　
ぺ
三
▲
r
r
雫
二

〃
、
r
、
．
「
．
，
上
∴
し
、
打
】
イ
■

ノ

」

㌧

J

一

．

＝

り

一

一

－
　
　
－
〆
　
．
■
ノ
・
一

・
肴
し
い
か
㌔
か
こ
う
む
つ
∵
帰

る
り
状
で
エ
バ
リ
ズ
1
日
の
表
一
エ

H
で
も
・
ラ
ヱ
∵
い
こ
れ
キ
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
㌣
・
二
「
ュ
ノ
、
九
と

の
伸
．
山
で
こ
れ
に
つ
い
て
は
言

′
f
∴
　
ト
＝
‥
‥
い
　
り
と
ー
ー
J
ン
て
の

必
定
平
声
十
∴
′
～
今
ノ
t
∵
‥
目
差

の
山
一
ユ
｝
鳥
目
再
一
日
、
宇
目
の

拾
＝
八
の
左
に
け
で
も
用
〓
エ
ノ
・
り

必
亮
京
王
ニ
ー
と
り
ト
め
そ
の
J
頼

＝
…
∴
キ
．
／
一
■
“
り
て
い
人
∵
J
こ
ろ

巾
．
足
り
左
“
か
・
ト
的
ハ
日
か
～
＝
さ
か

∴
1
0
の
〆
、
こ
れ
キ
八
㌧
㌧
∵
敦

で
け
H
m
に
吉
つ
た
も
の
で
あ
り

三
十
七
　
十
黒
革
訂
、
∴
・
′
「
．

九
∴
二
年
咤
普
通
十
木
ぶ
揺
さ

「
一
L
V
．
こ
か
に
打
的
止
り
追

㍑
鵠
し
、
わ
リ
ユ
に
十
ろ
た
め
に

t
　
・
【
　
′
※
呪
十
m
圧
で
バ
訂
帰

化
、
で
は
爪
∵
ト
た
い
の
で
．
り
厄
情

に
よ
っ
て
こ
れ
￥
行
う
墨
に
つ

い
て
の
帆
笑
で
起
情
李
翫
両
十

弗
山
内
、
爪
人
利
・
十
一
弗
に
つ

き
‖
ル
　
・
し
二
％
川
内
机
還

〃
日
仏
起
情
年
収
を
へ
n
め
∴
ヶ
年

川
l
ト
尤
利
情
返
す
ろ

押
し
出
八
の
祢
人
目
に
依
り
頼
上

机
里
慢
す
る
H
い
“
・
に
つ
い
∵
原
案
通

り
可
決
に
な
り
ま
し
た
・
両
案
邪

．
ト
ト
几
＝
り
■
り
川
舟
ウ
け
る
こ

と
に
つ
い
て
　
こ
れ
号
新
町
通

り
へ
∴
よ
り
道
路
用
基
丁
小
を
宥

・
・
ノ
亡
わ
た
り
T
膏
H
T
＋
、
〃
拾

」
帝
．
し
‥
刈
し
て
∵
∴
〓
捨
L
弗
の

日
．
・
・
∵
刊
行
㌻
ろ
か
′
り
と
の

小
＼
か
J
で
J
H
フ
ナ
八
す
る
か
＃

ト
一
ト
つ
い
∵
の
．
′
室
で
こ
れ
－
ト

r

 

J

リ

い

㌧

．

1

r

 

J

L

、

二

■

「

人

．冥‥圧▲・

∵

・

・

、

・

　

‥

　

一

ノ
．
ノ
ー
日
日
山
肌
…
、
い
‖
r
n
冥

こ
j
L
“
∴
＝
．
H
．
い
り
道
m
m
リ
‥

滋
ら
∵
十
二
「
∴
当
散
骨
直
吾

′
目
差
ハ
∴
名
の
r
鑑
挙
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
巧
〓
逗
挙
砕
如
亮
∩

よ
の
H
‥
小
に
よ
り
す
で
に
制
．
根

知
の
こ
と
だ
、
と
川
心
い
ま
す
。

∵
几
」
几
一
一
年
に
始
め
て
托
抒
黍

〓
∵
皇
γ
か
、
m
H
さ
れ
こ
こ
に

十
わ
隼
㌣
阜
り
巧
・
耽
れ
今
M

が
、
そ
の
し
、
回
＝
の
教
育
委
＝
L
l

エ
圭
に
「
・
0
わ
け
で
、
あ
り
ま

十
㌧
l
、
机
城
の
現
n
f
F
調
度
に
於

い
て
に
…
㍑
有
区
の
委
爪
の
放

け
∵
り
人
で
糾
紹
す
る
よ
う
に
な

り
人
目
・
∵
．
〃
人
以
上
の
場
′
、
日
の

Å
L
人
と
い
う
こ
と
に
撒
作
法

ト
．
″
－
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
あ

り
や
∴
㌔
∴
に
つ
て
折
損
再
を
腔

／
、
下
請
吊
＝
1
日
∴
そ
C
大
小

管
制
は
す
、
T
人
で
、
・
L
昭
成
さ

！
、
い
一
つ
こ
と
こ
こ
リ
ミ
て

吾
骨
左
目
の
佳
日
は
パ
隼
一
ヒ
u

っ
て
居
り
∵
す
か
、
巧
い
の
職
人
＝

は
‖
心
学
の
得
明
石
汝
に
よ
っ
て
任

用
が
追
う
の
で
、
あ
り
ま
す
。

す
な
は
ち
≠
選
挙
さ
れ
ろ
萎
n

飲
か
に
人
の
場
合
は
彗
票
数
の

多
い
山
　
人
は
仇
年
委
r
l
残
り
二

人
に
．
一
年
売
り
∵
い
ぅ
こ
と
に

た
り
ま
す
．
佗
＝
出
挙
さ
れ
ろ
委

工
数
か
川
入
り
場
十
に
円
真
裏

の
多
い
∴
人
に
日
毎
二
人
付
ご

印
に
し
、
h
り
レ
∴
㌧
隠
、
」
ザ
さ
れ

∴
l
L
日
払
か
山
　
人
・
ら
し
7
、
は
一

人
の
＝
り
十
へ
・
．
赤
目
＝
∵
㍍
桂
川
四

年
で
や
リ
ヰ
ふ
」

目
上
刊
γ
l
三
L
L
㌧
．
▲
の
り

ノ
目
し
直
り
右
か
、
ト
も
升
¢
丑
／
．
′
．

に
‥
ル
く
㌍
1
1
．
川
．
）
の
。
り
八
日
ト
．
抽
せ

ん
∴
よ
り
そ
（
り
汀
瓜
小
、
「
・
」

ご
れ
∴
A
l
汗
で
あ
り
J
　
∵

丑
∴
〓
左
目
の
、
誉
卜
に
半
籠
・
…
へ
圧

制
の
t
ビ
日
か
左
目
年
上
試
て
行

中
に
一
日
わ
、
h
け
九
に
1
上
り
十
、

頃
出
と
し
て
委
〓
六
・
霊
場
が
、

t
じ
た
場
人
目
は
委
n
の
被
近
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右
す
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．
二
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1
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け
れ
ば
な
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充
泰

山
と
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あ
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ま
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で
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し
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日
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八
品
日
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岬
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Ⅲ
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．
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．
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√
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．
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∴
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÷
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右
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∴
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．
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∴
‥
り
こ
と
り
＼
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損
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∵
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．
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．
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√
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梁
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∵
∴
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．
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∵
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∴
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追
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．
－
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∵
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∴
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．
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㌦
㌦
誉
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了
工
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た
い
の
で
あ
り
与
が
、
斌
元
般
初
の
希
望
地
（
船
町
宮
動
側
ス
タ
ン
ド
に
代
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－
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∴
∴
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致
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▼
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．
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．
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．
加
再
た
る
行
．
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∴
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∵
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∴
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∵
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∴
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梓
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．
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∴
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．
字
托
そ
の
他
の
籍

管
．
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∴
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．
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＝
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．
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叛
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膏
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‥
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∵
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・
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√
∵
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∵
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茶
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∴
か
・
り
・
現
′
∴
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∴
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狂
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∵
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西
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．
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∵
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．
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∴
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。
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萎
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催
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∴
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‥
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．
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∴
∴
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．
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⊥
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∴
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伐
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∵
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．
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－
∴
－
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∴
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∵
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．
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∵
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∴
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－
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－
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。
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な
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を
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予
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の
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成
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税
紬
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定
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．
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り
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∴
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七
∴
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．
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∴
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．
ト
凹
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．
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目
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Ⅰ
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工
．
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人
一
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十
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了
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圭
∴
工
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汀
廿
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で
あ
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ま
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黍
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の
任
期
、
職
務
権
限
の
械
現
在
の
総
人
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グ
ラ
ウ
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小
宮
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m
す
重
罰
決
議
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砂

略
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
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示
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し
て
ま
人
‥
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の
臼
易
‖
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化
阻
止
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廿
日
の
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に
鑑
み
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来
る
二
一
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球
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し
て
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‖
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職
場
川
体
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U
敬
－
川
決
髄
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さ
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ま
し
た

‖
∵
‖
現
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泰
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中
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掲
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．
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憶
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‖
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ソ
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右
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∴
州
に
結
く
－

杜
の
‥
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動
場
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∵
仲
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が
〓
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∴
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．
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ぶ
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∵
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∵
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∵
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∵
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．
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∵
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∴
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．
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．
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⊥
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．
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∴
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．
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∵
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∴
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＝
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∵
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叩
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．
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⊥
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∴
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縞
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∴
∵
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∴
∪
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∵
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∴
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∵
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え
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∵
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．
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∵
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・
■
た
。
た
か
こ
の
日
空
軍
消

甚
妹
か
▲
」
り
本
日
消
防
隊
に
、
消
■

勒
は
た
か
ら
鹿
声
如
雷
の
与
瞞

い
一
・
、
∴
そ
r
ゼ
ナ
情
け
廿
ノ
小
町
h

成
川
つ
た
り
、
加
減
′
、
甑
え
て
は
い

け
ま
せ
ん
∪
わ
ー
↓
り
泥
他
え
に

な
っ
た
・
し
上
を
取
り
除
く
万
か

よ
い
の
で
㌻
。

川
中
敷
．
持
∵
H
丹
…
最
小
‥
L
u
‥
八
m

一
㌧
）
－
㌧
ハ
7
リ
兢
理
t
ま
し

よ

う

し

潮
嗅
．
∵
．
、
一
‥
の
帯
化
や
か
ん
水

村
上
れ
守
心
か
ら
木
を
愛
し
育

て
ろ
こ
ち
二
て

H
」
の
こ
と
を
ま
も
れ
は
ど
ん

な
木
丁
・
b
〃
や
り
ず
溝
Y
山
生
育
し

ます）
・
∴
明
一
ト
．
㌘
卜
り
病
．
ぺ
損
ノ
女
中
で

あ
り
イ
㌻
レ
た
が
、
山
井
ヒ
の
都

合
に
し
よ
り
㍊
航
す
ら
こ
と
に
な

り
ま
l
∴
J
氏
は
敢
耗
当
村
の

■
〃
持
上
托
、
そ
し
て
だ
硝
顔
長

と
し
て
．
∵
ケ
年
余
務
め
敬
i

は
も
J
り
ろ
ん
‖
民
か
ら
も
し
た

わ
れ
て
を
n
ま
し
た
の
に
退
職

す
ろ
こ
と
∴
な
つ
た
こ
と
は
ま

こ
と
に
城
念
で
あ
り
ま
す

▲
建
J
I
情
い
す
祁
令
状
明
氏
は

日
清
竹
本
仲
山
の
功
従
職
月
に
就

任
い
た
め
．
パ
る
．
〃
一
円
よ
り

し
、
り
　
㌧
〓
宅
休
職
す
る
こ
と

∴
・
「
宕
ま
し
た
U
こ
れ
は
労
働

別
行
一
一
、
∴
ギ
い
て
惇
従
職
員
に

間
す
ろ
労
拓
協
約
を
村
長
と
租

八
日
か
畑
人
い
L
J
り
の
で
あ
り
ま
す

育
英
会
に
二
十

．
√
　
レ
い
け
弟
‖

奥
問
二
郎
さ
ん
は
．
月
二
十
三

日
に
本
村
育
英
会
∴
．
十
ド
ル

を
御
再
け
僧
寸
さ
い
だ
し
た
。
こ

れ
‥
∵
ご
り
．
り
「
、
U
に
不
婦

増
額
に
関
す
る
要
請
決
議

罠
だ
ホ
再
日
付
庸
化
す
ろ
こ
と
で
あ
り
本
ト
ル

阻
止
に
関
す
る
要
請
決
議

だ
∵
∴
高
真
空
シ
㌫
に
ー
し

わ
れ
て
い
る
レ
　
ア
J
リ
カ
に
沖

幅
H
妃
の
ト
．
㍑
公
昭
一
C
要
奈
か

そ
ら
す
た
め
∴
〓
J
m
だ
．
什
ュ
．
‥
．
の

ぶ
損
な
か
か
げ
つ
つ
J
㌧
エ
■
．
い
㌍

の
指
名
制
を
用
い
供
析
∵
こ
し
て

わ
旅
＃
席
の
任
命
や
ニ
ケ
し

い
る
．
こ
れ
は
鵜
l
こ
の
エ
L
r

反
し
民
よ
々
銀
に
遵
宥
十
ア
リ
も

の
で
あ
る
。
沖
郡
の
阜
イ
r
㌧
㍑

上
っ
た
＋
∴
L
日
の
昔
汗
㌔
∵
㌧
〓

総
▼
l
揖
挙
に
於
い
て
典
に
に
対
し

こ
こ
に
有
村
－
峨
入
り
は
卯
尺
の
要

求
に
こ
た
え
て
立
法
に
及
ひ
㍍

政
爪
か
」
席
公
声
の
一
丁
税
の
た

め
に
茸
力
に
肝
謹
し
て
も
・
h
う

よ
う
草
r
刷
す
る
J

㌧
小
津
r
り
∵
る

：

‥

　

▼

′

¶

1

■

一

月

．

∵

日

へ
出
す
納
村
溝
ム

・
．
1
．
り
t
L
∵
吊
り
（

i
正
　
T
」
席

に
坐
1
升
梢
甘

一
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
こ
と
‖

一
k
し
て
い
ろ
。
し
か
る
に
こ
の

∵
止
．
■
虹
の
‖
酌
を
禦
す
た
よ
の
町

付
㍑
き
わ
め
て
貧
弱
た
叩
状
で

も
乙
津
胤
に
お
け
る
市
町
村
∴
へ

付
斑
た
満
町
村
の
財
敢
㍍
変
を

り
現
球
政
府
が
週
少
に
見
積
っ
て

い
る
現
状
で
あ
り
本
土
に
化
し

て
き
わ
め
て
僅
少
で
あ
る
。
こ

れ
で
は
市
町
村
の
∩
※
独
正
門

を
ほ
か
る
と
い
う
市
町
村
交
付

税
抗
の
目
的
を
迂
成
す
ろ
こ
と

に
川
来
た
い
。
市
町
目
口
治
の

の
尺
」
目
上
を
に
か
る
た
め
に

・
Y
H
町
村
‥
、
人
付
税
を
人
山
に
神

川
す
べ
き
で
あ
る
レ

こ
こ
l
ト
本
山
偽
金
は
市
町
村
の

‖
※
独
立
件
の
環
化
と
い
う
日

的
迂
戌
の
た
め
に
そ
し
て
市
町

対
．
祈
戌
の
計
両
肌
運
餅
‥
を
保
障

す
る
机
淵
と
し
て
市
町
村
交
付

塙
を
大
山
に
増
額
し
て
い
た
だ

く
よ
う
強
く
壕
晶
す
る
】

右
決
灘
す
る
り

邪
．
沃
1
1
世
非
人
戦
に
よ
っ
て
仏

経
的
打
や
】
イ
受
け
た
沖
r
m
の
ル

鞘
〟
▲
H
は
来
車
の
十
地
接
収
け
㌧
⊥

五
緋
抱
の
狭
随
め
く
ま
れ
な
い

‖
然
条
件
下
に
あ
り
な
が
ら
も

■
農
尺
を
は
じ
め
糖
笑
閃
倖
月
の

非
常
な
る
努
力
と
本
土
敢
附
の

■
通
苗
関
税
上
の
特
は
折
倍
に
ょ

▲
つ
て
戦
前
の
水
坪
ま
で
祝
典
L

t
農
家
経
済
の
支
え
と
な
　
っ
て

お
る
J
し
か
し
な
が
ら
本
土
敢

九
∴
∴
年
十
二
〃
二
十
∴
‖
席
は
国
際
仲
野
1
－
対
応
す
ら
た

Ⅱ
法
院
餓
長

－
．
日
出
で
岨

嘉
f
駒
村
粥
会
　
■
め
と
称
し
て
砂
糖
の
貿
易
‖
両

化
を
検
討
し
っ
つ
あ
る
こ
と
が

相
通
さ
れ
て
い
る
。

発
根
は
そ
の
市
町
村
の
財
政
を
こ
れ
等
〃
滞
宮
殿

も
し
も
砂
柄
の
智
正
だ
‖
血
化
か

・
ぺ
h
さ
れ
ろ
一
ナ
わ
は
沖
抗
の
粧

J
n
け
叫
m
ほ
的
ノ
‥
撃
を
う
け
∵
衰

亡
1
鵜
笑
小
心
の
沖
離
合
農
裏

の
律
清
は
持
出
十
る
外
に
な
い

故
に
点
手
酌
か
義
人
ム
は
沖
縄
の

苗
車
載
八
璃
正
業
で
あ
ろ
厩
窯

を
保
護
耶
唆
し
蕗
家
耗
折
の
鵜

減
一
イ
■
防
ぐ
た
め
に
砂
鞘
の
門
移

り
由
化
を
鮮
力
阻
止
し
て
い
た

だ
く
よ
う
缶
く
華
詔
す
る
り

れ
律
義
す
・
リ

ー
・
ン
▲
．
′
「
十
1
．
〃
一
∴
∴
ハ
n

沖
亀
来
意
手
酌
打
率
余

日
米
政
府
東
森
議
院
蘭
混

立
淡
院
旗
五

和
致
半
解
鮎

轟鳥も
、
上
々
長泉

L
十
十
ま
し
た
。

〃
人
事
往
来
〃

▲
恕
緯
櫻
ル
宮
城
震
明
代
は
．

㌧
・
、
∵
隼
・
・
月
十
一
日
上
り

盲
人
と
㌧
こ
れ
た
敵
組
躍
マ
ゾ

ル
さ
人
の
香
典
返
し
と
し
て
寄

「
増
さ
れ
た
も
の
で
、
育
英
食
で

は
宰
誹
し
て
い
ま
す
。
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